
 

         

平成 20 年度総会・懇親会を開催    

新
役
員
を
承
認
・運
営
規
約
を
施
行 

人
吉
高
校
同
窓
会
熊
本
支
部
の
平
成
２
０
年
度
総
会
が
９

月
２
０
日
午
後
５
時
か
ら
熊
本
市
の
鶴
屋
百
貨
店
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、
約
１
１
０
人
が
出
席
し
た
。
来
賓
と
し
て
本
校

か
ら
久
多
見
久
喜
校
長
、
池
本
一
正
教
頭
、
河
野
惟
精
同
窓

会
長
、
寺
床
住
夫
前
同
窓
会
長
の
各
氏
が
出
席
し
た
。 

総
会
で
は
前
年
度
の
役
員
会
で
内
定
し
た
新
役
員
を
承
認

す
る
と
共
に
、
今
後
の
運
営
の
た
め
に
役
員
会
で
用
意
し
た

規
約
を
承
認
し
即
日
発
効
さ
せ
た
。 

総
会
終
了
後
、
新
会
長
に
就
任
し
た
兼
城
昌
邦
氏
が
所
信

を
表
明
し
、
前
副
会
長
の
平
井
寿
栄
氏
の
乾
杯
で
懇
親
会
に

移
っ
た
。
新
役
員
の
氏
名
と
役
職
は
次
の
と
お
り
。 

会
長
＝
兼
城
昌
邦
（
高
１
）、
副
会
長
＝
岩
井
宏
一
郎
（
高

８
）、
監
事
＝
松
田
良
一
（
高
５
）、
馬
場
啓
夫
（
高
１
５
）、

常
任
理
事
＝
福
多
修
三
（
高
８
）、
川
端
園
枝
（
高
８
）、
理

事
＝
橋
本
芳
治
（
中
１
９
）、
菊
池
理
（
中
２
０
）、
小
山
チ

エ
（
女
２
３
）、
小
松
瑠
璃
子
（
女
３
０
）、
西
俊
行
（
高
１
）、

平
井
実
子
（
高
３
）、
天
辰
浩
久
（
高
４
）、
上
月
祐
美
子
（
高

４
）、
黒
木
昭
博
（
高
５
）、
森
嘉
一
（
高
６
）、
上
村
彰
（
高

７
）、
田
島
寿
美
（
高
８
）、
堤
誠
子
（
高
９
）、
岩
井
祐
二

郎
（
高
１
１
）、
岩
本
伸
也
（
１
２)

）、
川
添
将
（
高
１
３
）、

小
山
武
子
（
高
１
４
）、
淵
田
俊
郎
（
高
１
５
）、
當
間
寛
子

（
高
１
６
）、
山
田
日
出
男
（
高
２
１
）、
猪
熊
豪
（
高
２
４
）、

楮
原
啓
司
（
高
２
９
）、
黒
木
千
代
子
（
高
３
０
）、
鹿
末
隆

一
（
高
３
４
）、
味
岡
弘
道
（
高
４
０
）、
顧
問
＝
河
津
龍
介

（
中
１
７
）、
平
井
寿
栄
（
中
１
７
）。
敬
称
略
。
同
窓
会
規

約
は
裏
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

人

吉

高

校

同

窓

会
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人
高
同
窓
会
熊
本
支
部 

親
睦
ゴ
ル
フ
会
発
足 

昨
年
１
０
月
、
親
睦

ゴ
ル
フ
会
が
発
足
し

た
。
第
１
回
大
会
は
熊

本
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
湯

の
谷
コ
ー
ス
で
開
催
。

１
７
名
が
参
加
し
た
。

優
勝
は
古
荘
哲
龍
さ

ん
。
２
位
平
川
道
雄
さ

ん
、
３
位
岩
井
宏
一
郎

さ
ん
。 

競
技
終
了
後
、
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
世
話
役
を
選
出

し
た
。
会
長
に
平
井
寿

栄
さ
ん
、
副
会
長
に
宗

像
文
夫
さ
ん
、
事
務
局

に
岩
井
祐
二
郎
さ
ん
、

味
岡
弘
道
さ
ん
が
選
ば

れ
た
。
年
３
回
４
月
、

８
月
、
１
１
月
に
定
例

競
技
会
を
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
た
。 

第
２
回
親
睦
ゴ
ル
フ
会 

名
称
「人
高
愛
球
会
」 

ゴ
ル
フ
愛
好
会
の

第
２
回
大
会
が
４
月

１
３
日
肥
後
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
、

２
１
名
が
参
加
し
た
。
優

勝
は
本
郷
亮
一
さ
ん
、
２

位
は
古
荘
哲
龍
さ
ん
、
３

位
は
森
嘉
一
さ
ん
。 

 

表
彰
式
終
了
後
、
平
井

会
長
か
ら
、
会
長
辞
任
の

申
し
出
が
あ
り
、
会
と
し

て
了
承
し
た
。
新
会
長
に

本
郷
亮
一
さ
ん
が
就
任
し

た
。
な
お
会
の
名
称
を
「
人

高
愛
球
会
」
と
決
め
た
。

会
員
に
３
７
名
が
登
録
し

て
い
る
。 
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兼
城
昌
邦
会
長
の
挨
拶 

会
長
に
ご
指
名
い
た
だ
き
ま
し
た
兼
城
昌
邦
で

す
。
立
派
な
方
、
力
の
あ
る
方
が
た
く
さ
ん
居
ら
れ

る
中
で
私
に
ご
指
名
い
た
だ
き
身
に
あ
ま
る
光
栄
と

存
じ
て
お
り
ま
す
、
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感

い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
会
長
と
し
て
献
身
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
河
津
龍
介
先
生
の
ご
見

識
、
ご
人
格
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
衷
心
よ
り
会
の
運
営
に
寄

与
し
た
い
と
決
意
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
病
気
で
倒
れ
て
お
ら
れ
る
河
津
先

生
に
は
一
刻
も
早
く
回
復
さ
れ
て
、
更
に
高
い
立
場
か
ら
ご
支
援
賜
り
た
く

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
日
ま
で
立
派
な
組
織
に
つ
く
り
あ
げ
ら

れ
、
運
営
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
平
井
先
輩
を
始
め
と
す
る
各
先
輩
方

に
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
改
め
て
、
人
吉
高
校
同
窓
会
熊
本
支
部
と
い
う
組
織
の
存
在
の
意
義

を
考
え
て
み
る
わ
け
で
す
が
、
卒
業
年
度
を
越
え
て
、
一
堂
に
会
し
懇
親
を

深
め
、
結
束
を
固
め
て
、
社
会
活
動
の
充
実
、
あ
る
い
は
相
互
に
豊
か
な
生

活
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
本
日
も
大
い
に
懇
親
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
相
互
の
連
携
を
強
め
て
い

た
だ
き
、
ま
た
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

仕
事
の
関
係
で
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
方
々
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
す
が
，

人
吉
高
校
出
身
の
人
た
ち
の
評
価
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
鋭
い
感
覚
が
あ
る
、

す
ご
い
力
が
あ
る
と
か
、
至
る
所
で
高
い
評
価
を
聞
い
て
は
よ
ろ
こ
ん
で
お

り
ま
す
。
球
磨
・
人
吉
に
は
多
く
の
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
全
国
に
誇
れ
る
も

の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
青
井
神
社
の
楼
門
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
こ
と
。
雄
大

な
九
州
山
脈
の
自
然
と
球
磨
川
、
更
に
歴
史
の
古
い
相
良
三
十
三
観
音
や
寺

社
仏
閣
は
か
け
が
え
の
無
い
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
大
自
然
の

環
境
や
歴
史
の
中
で
育
て
ら
れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
た
皆
さ
ん
は
、
純
朴
で
忍
耐

強
く
誇
り
高
い
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
心
も
宝
物
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
熊
本
で
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
宝
物
を
持
っ
た
人
々
の
集
い
が
人
吉
高
校

同
窓
会
熊
本
支
部
で
あ
り
ま
す
。 

今
日
は
１
１
０
人
の
集
ま
り
で
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
同
窓
生
が
活
躍
し

て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
こ
の
組
織
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
き
参
加
し
て
、

お
互
い
に
助
け
合
い
励
ま
し
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
が
ん
ば
り
ま
す
が
皆
様
の
ご
支
援
を
心

か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日
の
ご
参
会
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

21 年度総会・懇親会を開催。 
同窓生の皆さんお誘いあわせてご参加ください。 
日時 平成21年9月12日午後5時30分から 
場所 鶴屋百貨店東館7階ホール 
参加費 男性 7,000円 女性 6,000円 88歳

以上3,000円（年会費含む） 
参加申込9月5日まで、事務局福多に電話で申込。 
     電話096-378-7654or090-4988-9123 



２０年度人高同窓会熊本支部会計報告 
 

人
高
同
窓
会
美
術
展
開
催 

画
廊
喫
茶 

三
点
鍾 

画
廊
喫
茶
三
点
鍾
で
人
高
同
窓
生
の
美

術
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
店
を
経

営
す
る
小
山
淡
花
子
さ
ん(

１
４
回
卒)

が

企
画
し
て
実

現
し
た
。
７

月
、
８
月
と
２

回
の
パ
ー
ト

に
分
れ
て
実

施
さ
れ
た
。
パ

ー
ト
①
で
は

人
吉
在
住
者

が
出
品
、
パ
ー

ト
②
で
熊
本

在
住
の
同
窓

生
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。 

熊
本
支
部

関
係
者
の
出
品
者
氏
名
＝
犬
童
三
来
男
、

西
真
慶
、
菊
池
理
、
兼
城
昌
山
、
天
辰
浩

久
、
吉
岡
留
吉
、
柘
植
周
子
、
浦
川
也
子
、

信
国
宣
二
、
恒
松
和
昭
、
曽
我
恵
美
、
浜

田
暁
子
、
村
山
照
子
、
小
山
淡
花
子
、
松

尾
暢
。
（
敬
称
略
） 

                  
 

役
員
会
便
り 

２
０
年
度
の
役
員
会
は
こ
れ
ま
で
に
３
回

開
催
さ
れ
た
。
主
な
テ
ー
マ
は
、
役
員
組
織

の
拡
充
、
運
営
資
金
の
確
保
、
イ
ベ
ン
ト
計

画
の
充
実
、
総
会
の
準
備
等
が
議
題
と
な
っ

て
い
る
。 

役
員
組
織
の
拡
充
で
は
各
卒
業
年
度
に
少

な
く
と
も
１
人
の
理
事
を
立
て
て
組
織
の
充

実
に
当
た
る
こ
と
。
運
営
資
金
の
確
保
に
関

し
て
は
、
寄
付
金
を
募
集
す
る
、
会
報
で
広

告
を
募
集
す
る
、
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
計
画
問
題
で
は
個
別
的
に
実
施
さ

れ
た
催
事
を
同
窓
会
レ
ベ
ル
で
実
施
す
る

事
、
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。
ゴ
ル
フ
会
、

美
術
展
が
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

編 

集 

後 

記 

ワ
ー
プ
ロ
の
扱
い
が
儘
な
ら
ず
、
何
日
も
試

行
錯
誤
し
て
よ
う
や
く
こ
の
程
度
の
編
集
が

で
き
ま
し
た
。
不
備
な
点
が
多
々
あ
る
と
思

い
ま
す
が
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
次
号
の
た
め

の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。
組
織
が
そ
の
目

的
の
た
め
に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
情
報
の

流
通
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の

会
報
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 
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「熊
本
県
民
文
化
賞
」 

兼
城
会
長
が
受
賞 

本
年
度
の
「
く
ま
も
と
県
民
文
化
賞
」
特

別
賞
を
我
が
兼
城
昌
山
（
本
名
昌
邦
）
氏
が

受
賞
し
た
。
こ
れ
は
熊
本
県
が
地
域
文
化
の

振
興
の
た
め
に
貢
献
し
た
人
を
表
彰
す
る
も

の
。
兼
城
会
長
は
県
書
道
会
の
第
一
人
者
で

日
展
入
選
、
第
２
２
回
毎
日
書
道
展
グ
ラ
ン

プ
リ
の
毎
日
賞
受
賞
、
ほ
か
数
多
く
の
賞
歴

が
あ
り
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き
た
。
ま
た

県
書
道
連
盟
会
長
と
し
て
後
進
の
指
導
育
成

に
尽
力
し
て
い
る
事
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
。 

兼
城
会
長
の
作
風
は
豪
放
な
大
胆
さ
と
お

お
ら
か
さ
が
を
特
色
と
し
て
お
り
、
少
な
い

文
字
数
で
豊
か
な
造
形
性
を
表
現
す
る
。
表

彰
式
は
３
月
２
７
日
県
庁
で
行
わ
れ
た
。 

 
人吉高等学校同窓会熊本支部会則 

第 1 章 総則 
第１条 本会は、熊本県立人吉高等学校同窓会熊本支部と称し、会員 

相互の連携を深め会員の発展に寄与し、あわせて母校の発展に 
寄与する。 

第２条 本会は次の事業を行うことが出来る。 
（１）会員名簿、会誌の発行 

    （２）会員の研修、および会員相互の連携と親睦を図るため

の事業 
    （３）会員の互助慶弔に関する事業 
    （４）母校の発展に寄与する事業 
    （５）その他必要と認める事業 

第 2 章 会員 
第３条 本会の会員は正会員と特別会員で構成する。 
第４条 正会員は熊本都市圏に在住する、熊本県立人吉中学校、熊本 

県立人吉高等女学校、熊本県立人吉高等学校の卒業生ならびに 
中途退学者および転学者とする。 

第５条 特別会員は熊本都市圏に在住する母校旧職員とする。 
第３章 役員・顧問 

第６条 本会に次の役員を置く。会長１名、副会長１名、監事２名、

常任理事若干名（事務局長、会計担当、他）、理事３０名以内 
第７条 １ 役員は会の運営を担当する。 

２ 会長は会務を総理し本会を代表する。 
    ３ 副会長は会長を補佐する。会長に事故ある時は代行する。 
    ４ 監事は事務を監査する。 
    ５ 常任理事事務局長は本会の事務を担当する。 

６ 常任理事会計担当は会計を担当する。 
    ７ 理事は担当学年の連絡調整に当たり、事業運営に当たる。 
第８条 １ 会長、副会長、監事は役員会で選出する。 
    ２ 常任理事は会長が副会長にはかり委嘱する。 
    ３ 理事は常任理事会で選考し会長が委嘱する。 
第９条 役員の任期は１期２年とし、再任を妨げない。欠員により補 

充として就任した役員の任期は前任者の残任期間とする。 

 
第１０条 本会に顧問を置く。顧問は必要に応じ総会、役員会、常 

任理事会に出席し意見を述べることが出来る。 
第４章 機関 

第１１条 本会に次の機関を置く。 
総会、役員会、常任理事会 

第１２条 １ 総会は年１回開催、活動報告をして決算予算の承認、

      役員人事を承認する。同時に会員相互の親睦を図る。 
     ２ 役員会は会長、副会長、監事、常任理事、理事で構成

し、下記の事項を行う。 
      （１）会長、副会長、監事の選出 
      （２）会則の改正 
      （３）予算、決算の承認 
      （４）その他本会の運営に必要な事項 

３ 常任理事会は会長、副会長、監事、常任理事で構成し、

下記の事項を行う。 
      （１）理事の選考 
      （２）事業の企画立案に関する事項 

（３）役員会の決定事項の執行 
      （４）その他本会の運営に必要な事項 

第５章 会計 
第１３条 本会の経費は正会員の会費および寄付金その他の収入を 

持ってこれに当てる。 
第１４条 １ 本会の会計は一般会計および特別会計とする。 
     ２ 特別会計は、特定の事業を行う場合等、一般会計と区

分して経理する必要がある場合、これを設置することが 
できる。 

第１５条 本会の会計年度は９月１日に始まり、翌年の８月３１日に

終わるものとする。 
第６章 会則等 

第１６条 会則の変更は役員会の議決による。 
第１７条 この会則に定めあるものを除き、本会運営に必要な細則は

常任理事会で定める。 
附 則  本会則は平成２０年９月２０日から施行する。 

平成 21 年８月６日 
 
収入の部     
項目 金額 備考 
年会費 
総会参加費 
雑収入 
その他 

97,000 
553,000 

40,000 
10,246 

97 名×1,000 
男 70 女 27 
祝金他 
花見等残金 

小計 700,246  
前年度繰越金 
合計 

132,824 
833,073 

 

 
支出の部 
項目 金額 備考 
通信費 
会議費 
総会費 
その他 

34,284 
23,457 

520,535 
5,867 

切手 はがき 
会場費お茶代 
鶴屋 
広告 振込料 

合計 584,143  
 
残金 
次年度へ繰越 

248,930 
248,930 

 
 


